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速い変化をする弱い糸張力の測定

荒

　1，　緒言　紡績や織布の工程で糸を巻く時用いられる

テソショソデバイスの種類は，大別すると次の3種類に

なる．デバイスの入口側張力をTi，出口側張力をToと

すれば

｛i難羅1二ll撫・

これらのデバイスの作用をしらべるにはTi，　Toの両者

を測ることが必要であるが，まずTiの性質をしらべる

実験を行った，入口側張力Tiはパッケージを解く時生

ずる張力であるが，これは平均値が1g前後で100cpsに

近い振動数で変化している．数m／sの速度で走っている

糸のこのような張力を，測定による影響を与えることな

く測定することは困難であるが，容量型張力計を自作し

これにより測定したところ好結果を得たのでここに報告

する．

　2．　実験方法　容量型張力計は糸張力の変化によりば

ねを変位させ，これによって生じたばね先端の極板部の

電気容量変化を電磁オシログラフにより記録するもので

ある．実験に供したパッケージは綿糸，コーソ及びチー

ズ3ワイソド，長さ2Y2”及び6「tである．

　3．実験結果　（1）張力の変化周期　2y2t／チーズを

糸速8m／sで解いた時の張力　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　0．l　seG　　　　　　　　　　　張
記録の1例を第1図に示す．　　　　　　　　　　ヵ
この記録を見ると張力変化に　　　　　　　　　死9

は0・01～0・02secの周期の　　　　　　　　　　o

ものと，約0・1secの周期の　第1図　2㌻倉〃チーズを
ものとがある．他のパッヶ一　　8m／sで解く時の記録

ジを解く時および他の糸速の時も周期はちがうがこれと

同様の変化がある．これらのうち周期の短い変化はパッ

ケージと張力計との問の糸の横振動によるもので，周期

の長い変化は糸が解けるにしたがいパッケージの面上を

軸方向に往復することにより生じるものである・

　（2）糸速と張力　張力の平均値およびピークと糸速と
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　（1）平均張力

これとほぼ同じ傾向である．

　（3）パツケージの形および長さ
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　　　糸速（m／S）

糸速と張力
（2）ピーク張力

の関係を2施”

チーズにつき示

すと第2図の如

くで，張力は糸

速の増加と共に

増している．他

のパッヶ一ジも

パッケージの長さが

井 宏

等しい時はコー－yよりチーズの方が張力，大形が同じ時

は長さの長い方が張力大である．

　（4）糸層厚およびパツケージの直径　直径24mmお
　　　
よび50mmの2施”チーズ用木管に厚20　mm糸を巻

いたものを，

6m／・で鰍時張5
の糸層と張力と　カ
　　　　　　　　lg）
の関係を第3図

に示す．これか　　o

らわかるように
　　　　　　　　　第3図糸層及びパッケージの
糸層厚約6mm　　　　　　直径と張力
　　　　　　　（1）24φ木管の平均張力（2）24φ木管のピ』ク張力
以下になると張（1・）50φ本管の平均張力（2’）50φ木管のu“・一一　a・Ut力

力が大となり，パッケージの直径が違っても糸層厚が同

じならば張力は同じである．

　（5）糸層の固さ　21／2tlチーズで（1）全体が軟い，（2）

全体が硬い，（3）内層軟く外層硬い，（4）内層固く外層

軟いの4種類について測定した結果は次の如くである・

1．全体が一様な硬さならば硬さが違っても張力は同じ．

2．内層が硬く外層が軟い時は一様な硬さの場合と同じ，

3．内層が軟く外層が硬い時はその境界附近で張力が大と

なる（ng　4図参照）・　　　　　　5

　（6）バルーニング第5図張
　　　　　　　　　　　　　　力
に示すようにパヅケージの上
　　　　　　　　　　　　　（9）
の糸長を1，糸張力をT，糸
　　　　　　　　　　　　　　　0
の綿密度をρ，糸がパヅクF－一　　　　　　　糸屠厚（rn　m）

ジの周りを旋回しつっ解ける第4図糸層の硬さと張力

時の旋回磯を6・，　C－／
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の如く極大なし，一く一くπでは（2）の如く極大1，

πくこく2πでは（3）の如く極大2，一！eLl　・・　nzでは共

　　　　　　　　　　　　　　　　　c

　　　　　lのみを変えることによりバ7U・一ニソグの形

を変え塒織力への影響をしらべると，1－。の共
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c
振の時糸張力が大となるが，それ以外では第5図（2），

（3）の如く極大の数が違っても張力は変らない・

　4・結言　パッケージを解く時に生ずる張力に影響を

及ぼす諸条件を明かにした．終りにこの研究を御指導下

さった当所兼重教授に厚く御礼申上げる・（1954・10・15）

flllllllllllMlllllllllllHllllllllllllMlllllllHlll川lillillHIH闇lml鼎IlllHlllHII川lllll且IIIIIIIIMIIIIIIIIIMIMIHIIIIIIHIIIIIIIIMIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII川Hlllllllllllll！lil川nlll川il川llllllllllllll川lilllllllllill甜lllllllllillmil「llllil

20

】

刈

」

、


